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委
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は
議
長
よ
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決
算
特
別
委
員
会

　平成18年9月26日、第12回定例会に上程さ

れた平成17年度歳入歳出決算の認定について、

10月17日、18日、19日、24日、25日、26日

の6日間にわたる委員会を開き慎重に審査した

結果、賛成多数で認定し、その後の本会議で

も賛成多数で可決されました。以下、委員会

での審査の概要をご報告いたします。

■
一
般
会
計
　
決
算
概
要

　
歳
入
・
歳
出
＝
２
５
０
億
６，

７
９
１
万
２
千
円
。

　
歳
入
の
構
成
比
は
市
税

１７
・
８

％
、
地
方
交
付
税

３８
・
７
％
、
国

県
支
出
金

１４・
６
％
、
地
方
債
７
・

９
％
。
歳
出
の
主
た
る
も
の
は
人

件
費

２１・
１
％
、
公
債
費

１２
・
９
％
。

な
お
、
実
質
公
債
費
比
率
は

１７
・

４
％
。

　
人
件
費
の
う
ち
、
旧
町
職
員
間

の
給
与
格
差
に
つ
い
て
早
期
是
正

を
求
め
る
意
見
に
対
し
て
は
、

１８

年
度
末
ま
で
に
は
結
論
を
出
し
た

い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
総
務
費

　
も
し
も
し
バ
ス
利
用
者
へ
の
補

助
金
は
７
５
０
万
円
。

　
総
務
部
に
は
財
政
予
測
の
分
析

と
財
政
状
況
の
公
表
及
び
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
企
画
部

に
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
、
行
政

改
革
大
綱
の
迅
速
な
実
施
を
求
め

る
意
見
が
出
た
。

■
民
生
費

　
学
童
保
育
及
び
預
か
り
保
育
の

指
導
員
は
保
育
士
及
び
幼
稚
園
・

小
学
校
教
諭
の
免
許
有
資
格
者
で
、

市
内
８
ヶ
所
で

２０
名
雇
用
。

　
病
院
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
金
は
３
億
２
千
万
円
。
深
刻
な

医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
、
地
元

医
師
会
や
地
域
連
携
室
と
の
連
携

強
化
に
も
努
め
て
い
る
と
の
説
明
。

夜
間
の
対
応
を
開
業
医
に
お
願
い

す
る
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
ま
ち
ぐ
る
み
健
診
の
目
的
の
一

つ
は
医
療
費
の
削
減
に
あ
る
が
、

精
密
検
査
を
要
す
る
結
果
が
多
く
、

医
療
費
の
削
減
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
と
い
う
説
明
。

　
福
祉
部
に
は
保
健
福
祉
、
児
童

子
育
て
と
連
携
を
密
に
し
、
と
り

わ
け
少
子
化
対
策
に
は
部
局
を
超

え
て
の
連
携
を
強
く
求
め
た
。

■
農
林
水
産
商
工
費

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進

事
業
報
償
金
は

４７
集
落
に
支
払
っ

た
。
宍
粟
材
活
用
促
進
事
業
へ
２

４
２
万
円
の
補
助
金
支
給
。
環
境

対
策
育
林
事
業
補
助
金
は
２
９
５

件
、
８
１
６
ha
。
風
倒
木
処
理
面

積
は
１
７
０
・
６
８
ha
で
、
民
有

林
は
森
林
組
合
が
林
家
の
窓
口
と

な
り
、
市
有
林
は
森
林
組
合
と
施

業
に
つ
い
て
請
負
契
約
を
し
て
い

る
。
産
業
立
地
促
進
条
例
、
起
業

家
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
十
分
活

用
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
あ

っ
た
。

■
土
木
費

　
除
雪
に
つ
い
て
は
、
山
崎
は
直

営
班
、
一
宮
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
を
６

台
の
除
雪
車
で
、
波
賀
は
６
ブ
ロ

ッ
ク
で
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
は
自
治
会

に
委
託
、
千
種
は
委
託
に
よ
り
５

台
で
対
応
し
て
い
る
が
、
手
が
回

ら
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
自
治
会
に
お
願
い
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　
加
生
団
地
は

１４
戸
の
建
設
計
画

が
あ
り
、
平
成

１７
年
度
は
１，
６
４

８
g
の
用
地
を
購
入
し
た
。

　
土
木
費
で
の
多
額
の
繰
越
明
許

費
は
豪
雪
等
に
よ
る
工
事
未
着
工

が
そ
の
主
因
と
の
こ
と
。

■
消
防
費

　
高
機
能
指
令
台
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
発
信
地
の
表
示
や

Ｅ
メ
ー
ル
指
令
に
よ
る
消
防
団
へ

の
一
斉
配
信
等
、
出
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
ま
た
、
本
・
支
所
の

玄
関
に
設
置
し
た
監
視
カ
メ
ラ
に

よ
り
駆
け
つ
け
た
患
者
等
の
対
応

が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
救
急
出
動
は
２，
０
５
０
回
２，

０
４
６
人
で
、
前
年
比

９０
件
増
。

　
救
急
救
命
士
の
有
資
格
者
は

２６

名
で
、
常
時
１
名
の
乗
車
体
制
。

総
合
病
院
へ
の
搬
送
が
主
と
な
る

が
、
同
病
院
と
は
救
急
委
員
会
を

２
回
、
傷
病
症
例
委
員
会
を
２
回

実
施
し
て
連
携
し
て
い
る
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
市
内

１９
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
講
習
会
等
を
開
催
し
さ
ら

に
普
及
に
努
め
る
と
の
こ
と
。

※
A
D
E
と
は
患
者
の
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

　
を
与
え
る
心
肺
蘇
生
法
の
一
部
を
補
う
装
置
。

■
教
育
費

　
教
育
研
修
所
が
開
設
さ
れ
た
。

本
格
稼
動
は

１８
年
度
か
ら
。

　
市
内
３
高
校
へ
の
助
成
金
は
旧

４
町
の
額
を
そ
の
ま
ま
交
付
し
て

い
る
が
今
後
調
整
す
る
方
向
。

　
校
舎
の
耐
震
診
断
の
未
実
施
校

は
小
学
校
５
校
６
棟
、
中
学
校
２

校
３
棟
で

１８年
度
中
に
完
了
予
定
。

　
給
食
の
食
材
は
地
産
地
消
に
努

め
て
い
る
が
、
食
べ
残
し
が
相
当

量
あ
る
の
で
指
導
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
。

■
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
目
指
し
、
施
設
や
ス
タ

ッ
フ
の
充
実
及
び
民
間
施
設
と
の

連
携
に
一
層
の
努
力
を
求
め
た
。

一
方
で
、
医
療
費
の
抑
制
に
知
恵

を
絞
り
、
方
策
を
立
て
る
よ
う
に

も
求
め
た
。

　
簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
・
地
域
生
活
排
水
事
業
等

で
使
用
料
の
滞
納
が
２
千
万
円
を

超
え
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
対
処

を
求
め
た
。

■
ま
と
め

　
１７
年
度
は
合
併
後
の
継
続
事
業

を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

概
ね
予
算
ど
お
り
実
行
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
一
般
会
計
で
税
の
滞

納
額
に
旧
町
間
格
差
が
あ
り
、
こ

れ
の
解
消
に
一
層
努
め
る
こ
と
と
、

基
金
の
取
り
扱
い
、
市
債
の
発
行

に
は
慎
重
を
期
す
こ
と
を
強
く
求

め
た
。

 
審
査
途
中
の
提
言
・
指
摘
を
遵

守
し
、
一
方
で
経
費
の
節
約
、
削

減
に
引
き
続
き
努
力
す
る
と
い
う

決
意
を
確
認
し
、
賛
成
多
数
で
認

定
し
た
。


